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　１－１２　防水紙張り

１　モエン標準施工法

■施工手順（両面防水テープを使用する場合）

　 手順①

　 ●スポットガード配管用の片側面に幅５０㎜以上

      の両面防水テープを左図のように３方向に貼り

      付けます。

両面防水テープ

製品下側は

防水テープを貼らないでください。

柱

パイプ

防水紙

スポットガード配管用

両面防水テープ

（防水紙側）

　 手順②

　 ●スポットガード配管用本体の中心部を指で広げな

      がら、適応サイズのパイプに奥まではめ込みます。

      その後、両面防水テープの剥離紙を剥がし、

      防水紙にしっかり圧着してください。

（防水紙側になる面の

 ３方向に貼り付け）

指で広げながらはめ込む

＜スパイラルダクトの場合＞ ＜アルミフレキダクトの場合＞

片面防水テープ

スポットガード配管用

スパイラルダクト
幅20以上

片面防水テープ
（現場調達品）

防水紙

片面防水テープ

スポットガード配管用

アルミフレキダクト幅20以上
片面防水テープ

（現場調達品）

防水紙

注）アルミフレキダクトは

　　しっかり伸ばした状態

　　で使用します。

屋外側 屋外側

■使用するパイプがスパイラルダクトやアルミフレキダクトの場合

　 ●スポットガード配管用を取り付ける対象のパイプがスパイラルダクトやアルミフレキダクトの場合は、スポット

　 　 ガード配管用の特殊ゴム部とダクトの周囲を幅２０㎜以上の片面防水テープにて処理します。

●一度差し込んだスポットガードは引き抜かないでください。

●再度施工する場合は、新しいものに取り替えてください。

●タッカーや釘などで留め付けないでください。

●防水テープの施工は隙間ができないように、しっかりと圧着してください。

注　　意

パイプ外周部に突起部がないか確認してください。

突起がある場合は取り除いてからスポットガード

配管用を施工してください。

注　　意

　１－１３　胴縁下地組み

１　モエン標準施工法

１）胴縁を使用する目的

　●モエンの留付下地（モエンは原則として胴縁だけで保持する）。

　●通気空間の確保。

　●下地の不陸や段差の調整。

　●下地の動きとモエンの動きの違いを緩和し、釘打ち部分のひび割れを低減させる。

　●外壁面からの雨漏りを防止（等圧空間の確保によって雨水の吸引漏水を防止）。

　●躯体の沈み込みによる帯金物などの変形や突き出しによる影響を防ぐ。

２）胴縁の種類・寸法

　●胴縁材の厚みは、１８㎜以上とします。ただし、躯体（垂直に組まれている柱やスタッドなど）に沿わせて

　　 留め付ける場合は、１５㎜（ベイツガなど）でも可とします。

※１　縦胴縁。　※２　耐力面材がある場合の横胴縁。　※３　留付金具をビス留めする横胴縁。

　●胴縁は曲がりのない乾燥材を使用します。曲がりがある場合は矯正し、釘を確実に躯体に留め付けます。

　　 他の材質については、スギ１８㎜厚、ベイツガ１５㎜厚同等の保持力を確保した材とします。また、端部割
　　 れなどが生じやすい材は使用できません。

　●木胴縁の幅は４５㎜以上を標準とし、出入隅部や開口部まわりには倍幅の９０㎜以上を使用します。

　　 また、モエン横張り施工の場合の左右接合部と、モエン縦張り施工の場合の上下接合部も９０㎜幅の

　　 胴縁を使用します。ただし、段差が発生しないような調整を施す場合は４５㎜幅の２本組みを可とします。

　　 （四方合いじゃくり品の左右接合部は９０㎜幅のみ。）

　●モエンを留め付ける場合、胴縁の端あき距離は１０㎜以上とします。

　●縦胴縁９０㎜幅を留め付ける場合は、胴縁の木裏を外壁側に向けて、規定の釘またはビスで確実に留め

　　 

付けます。

スギ　・　エゾマツ

ベイツガ　・　アカマツ

厚み１８㎜以上で使用可

厚み１５㎜以上で使用可（※１～３）

10以上

モエン用釘

縦胴縁90サイズ

間柱

追加下地

（添木）

木表側木裏側
20～35 10

追加下地

○ ×

躯体の不陸による段差 厚みの違いによる段差

＜４５㎜幅２本組みの場合の注意点＞

＜胴縁の反りについて＞

縦胴縁90サイズ

木材は乾燥が進むと木表側に反る傾向が

あります。胴縁取り付け時は、木裏側から

縦胴縁90サイズの割れ・反りが懸念される

場合は、追加下地を設けてください。

留め付けてください。

＜縦胴縁９０サイズの添木＞




